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第3 回新潟ゲノ ム医学研究会

日 時 平 成 1 5 年 6 月 2 8 日 （ 土 ）

午後1時3 0分～

会場新潟大学統合脳機能研究センター

6 階

I. 一 般 演 題

1 放射線誘発 マ ウス胸腺 リンパ腫の 感受性遺伝

子座の解析

田村 康 ・ 藤 澤 裕 美 ・木南 凌

新潟大学大学院医歯学総合研究科

遺伝子制御講座分子生物学分野

(第
一

生化学)

発 が ん リス クを左右する遺伝因子 が ｢ 古い 起源

をもつ , ありふ れた ア レ ル+ に由来す ると い う仮

定を基 に , ヒ トの 大規模実験が進 め られて い る .

しか し, それがすべ て の が ん に当て はまる と は限

らない .
モ デル 動物は連鋳不平衡解析で ど こ まで

感受性遺伝子 を補足 で き るか を推定する こ と がで

普, ヒ ト Q T L 解析の 補完的役割をもつ . 実際, 遺

伝的相互作 用 の存在 が示 され , Q T L 解析 の 複雑

さ ･ 困難 が指摘されて い る .

我々 は放射線誘発マ ウ ス胸腺リ ン パ 腫 の感受性

遺伝子 座 の 単離 ･ 同定 を 目指 して 解析 して い る

が, その 現状を報告する . 詳細 な コ ン ジ ェ ニ ッ ク

マ ウス の 解析か ら, が ん発症 の 頻度を修飾する感

受性遺伝子座 を第 4 染色体上 の 2 .5 M b の 内に マ

ッ プした . 現在, ハ プ ロ タイ プ解析, 遺伝子の 検

索 ･ 同定 の 作業 に入 っ て い る . こ れらの 結果 は ,

従来の遺伝学的解析で少なくとも
一

部の 感受性遺

伝子が単離で き る こ とを示 して い る .

6 01

2 IgA腎症における第6染色体上―塩基置換多

型の解析

近 藤 大 介 ・ 佐 藤 文 則 ・ 滝 口 純

宮 下 哲 典 * ・ 後 藤 真 ・ 成 田 一 衛

桑 野 良 三 * ・ 下 条 文 武

新潟大学医歯学総合研究科内部環境

医学講座腎腰原病分野

新潟大学脳研究所附属生命科学 リソ

ー ス 研究セ ンタ ー 遺伝子実験部門
*

Ig A 腎症 は慢性糸球体腎炎に おい て高頻度 にみ

られ る原因疾患 で あり , 2 0 年 の 経過 で 3 0 か ら

4 0 % の症例 で 腎不全 に至 る こ と が知 られて い る .

I g A 腎症 に は家族 内集積 が認 め られ る例 が あり,

遺伝要因の 関与 が 強く 疑われ て い る . 2 0 0 0 年

Lift o n ら の グ ル ー プの N a t u r e G e n eti c s の 報告で

は家族性I g A 腎症症例 を対象と し た全 ゲ ノ ム の

連環解析に お い て第 6 染色体 D 6 S I O4 0 に強 い 連

銭を認 め, 同 マ
ー カ ー 近傍に Ig A 腎症 関連遺伝子

座の 存在が疑われ た. 我 々の グ ル
ー プは

,
日本人

の Ig A 腎症症例 で 同部位の マ
ー

カ
ー の 連鐘を調

べ た と こ ろ同様に第 6 染色体 D 6 S I O 40 に強 い 連

鎖を認 め た . 今回我 々 は Ig A 腎症関連遺伝子の 追

及 の た め に同部位近傍の 数箇所の
一 塩基置換多型

を調 べ ア レ ル頻度 と ハ プロ タイ プに つ い て正常人

と の比較を行 っ た . その 結果を今回報告する .

3 A p e r t 症候群型変異 F G F R 2 の頭蓋顔面発育

に対する特異的作用 とその メカ ニ ズム に つ い

て

永 田 昌 毅 ・ 関 雪 絵 ・ 高 木 律 男

網塚憲生*・Glen Nuckolls**

Harold Slavkin
* * *

新潟大学大学院医蘭学総合研究科

顎顔面口腔外科学分野

同 顎顔面解剖学分野 *

C a rtil a g e B i ol o g y a n d O rth o p a e dic s

B r a n ch
,
N I A M S

,
N ati o n al

l n stit u t e s of H e alth * *

U niv e r sit y of S o u 也 e r n C alif o m ia

S c h o ol of D e n ti st ry
* * *

A p e rt 症候群 は特有 の 頭蓋顔面変形 , 合指症を




